
【活動事例３】                           公表日：平成 27 年 7 月 31 日 

プロジェクト名 １級登記基準点改測事業 及び １級登記基準点の活用 

活動団体名 

活動者名 
公益社団法人 岩手県公共嘱託登記土地家屋調査士協会 

 

活動概要 

 

東北太平洋沖地震によって地殻変動が起き、我々が生活する地面、地

盤に大きな移動があったことが、国土地理院の電子基準点の動きにより

わかった。これにより、復興事業を行う際の基盤となる地図情報と東日

本全域の位置情報に齟齬が生じることとなった。 

迅速な復興事業を進めるにあたり、区画整理や災害公営住宅地を確保

する際、土地の権利関係並びにその権利の客体である土地の区画・境界

を明確にしなければならない。 

当協会では、平成１４年より「登記基準点整備事業」を実施しており、 

その目的は、土地の境界について高精度な測量を行い、境界トラブルを

未然に防止する予防司法の観点と、当該登記基準点を共有することで重

複測量を避け、コストを軽減することにあり、当協会ホームページで公

開してきた。また、当時より地殻変動の影響について検証をし、近傍の

登記基準点を活用することの有用性を示唆してきた。 

 このたびの１級登記基準点改測事業は、地震後の成果を求め、登記に

係る測量業務への迅速な対応を行い、復興事業へ寄与するものである。

平成２３年１１月実施、平成２４年４月に成果を当協会ホームページよ

り公開しており、当協会社員に限らず、多くの人が活用できるものとし

ている。 

 

 また、当協会で受託した復興業務について、１級登記基準点より登記



測量を行い、平成２４年より高台移転事業の土地取得に係る分筆登記業

務で活用しており、今後予想される土地取得に係る登記測量業務に関し

ても、登記基準点を大いに活用してもらうため整備事業を進めていく。 

 

 

活動実績 

 

 

■１級登記基準点改測事業 

期間：平成２３年１１月～平成２４年４月 

作業量：５６０点 

観測者：１１月実施…延３２１人、 １２月実施…延９２人 

ＧＮＳＳ測量機：  延３０４台、       延８８台 

観測精度：水平位置…平均１．０cm、 最大２．０cm 

      標高 …平均１．２cm、 最大２．５cm 

平成２４年４月…当協会ホームページより成果公開中 

■業務受託実績 

平成２４年度…高台移転事業に係る登記測量及び分筆登記 

平成２５年度…高台移転事業に係る登記測量及び分筆登記 

平成２６年度…防災集団移転促進事業に係る登記測量及び分筆登記 

…漁業集落道整備事業に係る登記測量及び分筆登記 

活動地域 岩手県、宮城県、青森県 

 

活動期間 

 

■１級登記基準点改測事業：平成２３年１１月～平成２４年４月 

■１級登記基準点成果の公開：平成２４年４月より継続（ホームページ） 

■２級、３級登記基準点改測・整備事業：継続 

 ２級４８０点、３級２９３４点整備（平成２７年６月３０日現在） 

■登記基準点を活用した登記測量業務：受託毎に対応 

 

活動分類 

 

活動場所：①被災地 

活動内容別の分類：オ．まちづくり支援 



 

 

 

活動を撮影 

した写真 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※ 掲載記事については、東海新報より許可を得ています。 

 

URL http://www.ick.or.jp/ 

問い 

合わ 

せ先 

 

所   属 公益社団法人 岩手県公共嘱託登記土地家屋調査士協会 

担 当 者 理事長 安保豊人 

電話番号 019-625-3200 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ office _atmark_ick.or.jp 
 

※ 迷惑メール対策として、問合せ先メールアドレスの「@」を「_atmark_」に変更しておりま

す。 


